
八
九

『
正
法
眼
蔵
聞
解
』「
全
機
巻
聞
解
」
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
壮
士
の
譬
喩
」
理
解
に
つ
い
て

岩　

永　

正　

晴

一　

は
じ
め
に

　

道
元
禅
師
（
一
二
〇
〇
～
一
二
五
三
）
撰
『
正
法
眼
蔵
』
「
全
機
」
に
は
「
壮
士
の
臂
を
屈
伸
す
る
が
ご
と
く
」
と
い
う
譬
喩
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
譬
喩
を
仮
に
「
壮
士
の
譬
喩
」
と
呼
び
、こ
の
譬
喩
に
対
す
る
『
正
法
眼
蔵
聞
解
』
に
よ
る
理
解
を
確
認
す
る
。

　

こ
の
場
合
の
『
正
法
眼
蔵
聞
解
』
と
は
岸
沢
惟
安
師
（
一
八
六
五
～
一
九
五
五
）
に
よ
っ
て
斧
山
玄
鈯
（
一
七
一
一
？
～
一
七
八
九
）
の

提
唱
筆
記
で
あ
る
と
比
定
さ
れ
て
い
る
も
の
を
指
す
。
面
山
瑞
方
（
一
六
八
三
～
一
七
六
九
）
の
提
唱
筆
記
と
し
て
の
『
正
法
眼
蔵
聞
解
』

と
は
異
な
る
。

　

結
論
か
ら
述
べ
れ
ば
、
『
正
法
眼
蔵
聞
解
』
に
よ
る
「
壮
士
の
譬
喩
」
理
解
は
『
影
室
』
す
な
わ
ち
『
正
法
眼
蔵
聞
書
抄
』
に
依
拠
し
て

い
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
そ
の
理
解
は
、
『
正
法
眼
蔵
』
に
よ
る
引
用
の
意
図
を
よ
く
捉
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
推
測
す
る
。

　

以
下
、
卑
見
を
述
べ
る
。

二
、「
壮
士
の
譬
喩
」
の
出
典

　

『
正
法
眼
蔵
』
「
全
機
」
に
は
以
下
の
文
が
あ
り

）
1
（

、
筆
者
が
傍
線
を
付
し
た
句
を
「
壮
士
の
譬
喩
」
と
呼
ん
で
お
く
。

　

圜
悟
禪
師
克
勤
和
尚
云
、
生
也
全
機
現
、
死
也
全
機
現
。

　

こ
の
道
取
、
あ
き
ら
め
參
究
す
べ
し
。
參
究
す
と
い
ふ
は
、
生
也
全
機
現
の
道
理
、
は
じ
め
・
を
お
は
り
に
か
か
は
れ
ず
、
盡
大
地
・

駒
澤
大
學
佛
敎
學
部
硏
究
紀
要
第
七
十
九
號　

令
和
三
年
三
月
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盡
虚
空
な
り
と
い
へ
ど
も
、
生
也
全
機
現
を
あ
ひ
罣
礙
せ
ざ
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
死
也
全
機
現
を
も
罣
礙
せ
ざ
る
な
り
。
死
也
全
機
現

の
と
き
、
盡
大
地
・
盡
虚
空
な
り
と
い
へ
ど
も
、
死
也
全
機
現
を
あ
ひ
罣
礙
せ
ざ
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
生
也
全
機
現
を
も
罣
礙
せ
ざ
る

な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
、
生
は
死
を
罣
礙
せ
ず
、
死
は
生
を
罣
礙
せ
ざ
る
な
り
。
盡
大
地
・
盡
虚
空
、
と
も
に
生
に
も
あ
り
、
死
に
も
あ

り
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
一
枚
の
盡
大
地
、
一
枚
の
盡
虚
空
を
、
生
に
も
全
機
し
、
死
に
も
全
機
す
る
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。
一
に
あ
ら

ざ
れ
ど
も
異
に
あ
ら
ず
、
異
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
即
に
あ
ら
ず
、
即
に
あ
ら
さ
れ
ど
も
多
に
あ
ら
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
、
生
に
も
全
機
現
の

衆
法
あ
り
、
死
に
も
全
機
現
の
衆
法
あ
り
。
生
に
あ
ら
ず
、
死
に
あ
ら
ざ
る
に
も
全
機
現
あ
り
。
全
機
現
に
生
あ
り
、
死
あ
り
。
こ
の

ゆ
ゑ
に
、
生
死
の
全
機
は
、
壯
士
の
臂
を
屈
伸
す
る
が
ご
と
く
に
も
あ
る
べ
し
、
如
人
夜
間
背
手
摸
枕
子
に
て
も
あ
る
べ
し
。
こ
れ
に

許
多
の
神
通
光
明
あ
り
て
現
成
す
る
な
り
。 

（
傍
線
筆
者
）

　

「
壮
士
の
譬
喩
」
は
ご
く
短
い
時
間
を
表
す
譬
喩
と
し
て
諸
経
に
用
い
ら
れ
る
。
例
え
ば
『
長
阿
含
経
』
巻
第
一
（
大
正
蔵
一
、
一
〇
頁
中

段
）
に
は
以
下
の
用
例
が
あ
る
。

我
欲
至
無
造
天
上
。
時
我
如
壯
士
屈
伸
臂
頃
。
於
此
間
沒
現
於
彼
天
。

　
　
　

＊

我
、
無
造
天
上
に
至
ら
ん
と
欲
す
。
時
に
我
、
壮
士
の
臂
を
屈
伸
す
る
が
如
き
頃
、
こ
の
間
に
没
し
彼
の
天
に
現
ず
。

　

ま
た
大
乗
の
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
第
二
十
七
（
大
正
蔵
一
二
、
七
八
六
頁
下
段
）
に
は
以
下
の
用
例
が
あ
る
。

即
與
大
衆
發
王
舍
城
。
譬
如
壯
士
屈
伸
臂
頃
。
至
舍
衞
城
祇
陀
園
林
須
達
精
舍
。

　
　
　

＊

す
な
わ
ち
大
衆
と
と
も
に
王
舎
城
を
発
し
、
譬
え
ば
壮
士
の
臂
を
屈
伸
す
る
が
如
き
頃
に
舎
衛
城
祇
陀
園
林
の
須
達
精
舎
に
至
れ
り
。

　

な
お
黄
泉
無
著
（
一
七
七
五
～
一
八
三
八
）
撰
『
正
法
眼
蔵
渉
典
続
貂
』
は
、『
観
無
量
寿
経
』（
大
正
蔵
一
二
、
三
四
五
頁
下
段
）
に
お
け
る
「
聞

此
事
已
尋
即
命
終
。
譬
如
壯
士
屈
伸
臂
頃
。
即
生
西
方
極
樂
世
界
（
こ
の
事
を
聞
き
已
り
て
尋
に
即
ち
命
終
せ
ば
、
譬
え
ば
壮
士
の
臂
を
屈

伸
す
る
が
如
き
頃
に
即
ち
西
方
極
楽
世
界
に
生
ず
）
」
と
い
う
用
例
と
、『
思
益
梵
天
所
問
経
』
巻
第
一
（
大
正
蔵
一
五
、
三
四
頁
中
段
）
の
「
譬

如
壯
士
屈
伸
臂
頃
。
到
娑
婆
世
界
釋
迦
牟
尼
佛
所
（
譬
え
ば
壮
士
の
臂
を
屈
伸
す
る
が
如
き
頃
に
、
娑
婆
世
界
釈
迦
牟
尼
仏
の
所
に
到
る
）
」

と
い
う
用
例
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

い
ず
れ
も
「
極
め
て
短
い
時
間
に
速
や
か
に
」
何
事
か
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
譬
え
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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（
岩
永
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九
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『
正
法
眼
蔵
』
「
全
機
」
の
後
半
は
圜
悟
禅
師
ま
た
仏
果
禅
師
と
諡
さ
れ
た
克
勤
（
一
〇
六
三
～
一
一
三
五
）
の
語
「
生
也
全
機
現
、
死
也

全
機
現
」
が
拈
提
さ
れ
て
い
る
。
出
典
は
『
圜
悟
仏
果
禅
師
語
録
』
巻
第
一
七
「
拈
古
」（
大
正
蔵
四
七
、
七
九
三
頁
下
段
）
で
、「
道
吾
弔
慰
」

と
呼
ば
れ
る
古
則
を
拈
提
し
た
際
の
頌
の
句
で
あ
る
。

擧
。
道
吾
漸
源
至
一
家
弔
慰
。
源
撫
棺
木
云
。
生
耶
死
耶
。
吾
云
。
生
也
不
道
死
也
不
道
。
源
云
。
爲
什
麼
不
道
。
吾
云
。
不
道
不
道
。

行
至
中
路
。
源
云
。
請
和
尚
爲
某
甲
道
。
若
不
道
則
打
和
尚
去
也
。
吾
云
。
打
即
任
打
。
道
即
不
道
。
師
拈
云
。

銀
山
鐵
壁
有
什
麼
階
昇
處
。
山
僧
今
夜
錦
上
鋪
華
。
八
字
打
開
。
商
量
這
公
案
去
也
。

　

生
也
全
機
現
。
死
也
全
機
現
。

　

不
道
復
不
道
。
箇
中
無
背
面
。

　

直
下
便
承
當
。
不
隔
一
條
線
。

　

逼
塞
大
虚
空
。
赤
心
常
片
片
。

　
　
　

＊

挙
す
。
道
吾
と
漸
源
と
一
家
に
至
り
て
弔
慰
す
。
源
、
棺
木
を
撫
し
て
云
く
、
「
生
か
、
死
か
。
」
吾
云
く
、
「
生
と
も
道
わ
じ
、
死
と

も
道
わ
じ
。
」
源
云
く
、
「
什
麼
と
し
て
か
道
わ
ざ
る
。
」
吾
云
く
、
「
道
わ
じ
、
道
わ
じ
。
」
行
き
て
中
路
に
至
り
て
源
云
く
、
「
請
う
、

和
尚
、
某
甲
が
為
に
道
わ
ん
こ
と
を
。
も
し
道
わ
ず
ん
ば
則
ち
和
尚
を
打
ち
去
ら
ん
。
」
吾
云
く
、
「
打
つ
こ
と
は
即
ち
打
つ
に
任
せ
ど

も
、
道
う
こ
と
は
即
ち
道
わ
じ
。
」
師
（
克
勤
）
拈
じ
て
云
く
、

銀
山
鐵
壁
、
什
麼
の
階
の
昇
る
処
か
あ
ら
ん
。
山
僧
、
今
夜
錦
の
上
に
華
を
鋪
き
、
八
字
に
打
開
し
て
、
這
の
公
案
を
商
量
し
去
ら
ん
。

　

生
も
ま
た
全
機
現
、
死
も
ま
た
全
機
現
。

　

道
わ
じ
、
ま
た
道
わ
じ
、
箇
中
に
背
面
す
る
こ
と
な
し
。

　

直
下
に
便
ち
承
当
し
、
一
條
線
を
隔
て
ず
。

　

大
虚
空
に
逼
塞
し
、
赤
心
常
に
片
片
た
り
。

　

「
壮
士
の
譬
喩
」
は
『
圜
悟
録
』
巻
第
十
四
「
法
語
上
」
所
収
の
「
示
世
祥
禅
人
」（
大
正
蔵
四
七
、
七
七
八
頁
下
段
）
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

な
お
傍
線
は
筆
者
が
施
し
た
。

透
頂
透
底
全
機
大
用
。
譬
如
壯
士
屈
伸
臂
頃
。
不
借
他
力
。
則
生
死
幻
翳
氷
消
。
金
剛
正
體
獨
露
。
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全
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」
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解
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て
（
岩
永
）

九
二

　
　
　

＊

頂
に
透
り
底
に
透
る
全
機
大
用
、
譬
え
ば
壮
士
の
臂
を
屈
伸
す
る
が
如
き
頃
に
、
他
の
力
を
借
り
ず
、
則
ち
生
死
の
幻
翳
は
氷
の
ご
と

く
消
え
、
金
剛
な
る
正
体
は
独
り
露
る
。

　

い
ま
試
み
に
こ
の
文
に
対
す
る
筆
者
の
理
解
を
述
べ
る
な
ら
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

山
の
頂
か
ら
海
の
底
に
ま
で
行
き
わ
た
る
全
機
（
す
べ
て
の
働
き
）
・
大
用
（
大
い
な
る
働
き
）
に
よ
っ
て
、
喩
え
ば
力
強
い
若
者
が

腕
を
曲
げ
伸
ば
し
す
る
よ
う
な
わ
ず
か
な
時
間
に
、
他
者
の
力
を
借
り
る
こ
と
な
く
、
す
ぐ
に
生
死
輪
廻
と
い
う
ま
ぼ
ろ
し
の
影
は
氷

の
よ
う
に
と
け
、
金
剛
石
の
よ
う
に
砕
け
る
こ
と
の
な
い
正
体
だ
け
が
あ
ら
わ
に
な
る
。

　

前
掲
の
通
り
、
『
正
法
眼
蔵
』
「
全
機
」
に
お
い
て
「
壮
士
の
譬
喩
」
は
、
「
こ
の
ゆ
ゑ
に
、
生
死
の
全
機
は
、
壯
士
の
臂
を
屈
伸
す
る
が

ご
と
く
に
も
あ
る
べ
し
、
如
人
夜
間
背
手
摸
枕
子
に
て
も
あ
る
べ
し
」
と
、
用
い
ら
れ
て
い
た
。

　

「
如
人
夜
間
背
手
摸
枕
子
」
は
道
吾
円
智
（
七
六
九
～
八
三
五
）
の
語
で
、『
宗
門
統
要
』
巻
第
七
を
典
拠
と
し
て
『
正
法
眼
蔵
』
」
「
観
音
」

に
お
い
て
拈
提
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
こ
の
語
を
含
む
雲
巌
曇
晟
と
の
問
答
を
『
正
法
眼
蔵
』
「
観
音
」
に
よ
っ
て
掲
げ
て
お
く

）
2
（

。

雲
巖
無
住
大
師
、
問
道
吾
山
修
一
大
師
、
大
悲
菩
薩
、
用
許
多
手
眼
作
麼
。
道
吾
云
、
如
人
夜
間
背
手
摸
枕
子
。
雲
巖
曰
、
我
會
也
、
我
會
也
。

道
吾
云
、
汝
作
麼
生
會
。
雲
巖
曰
、
徧
身
是
手
眼
。
道
吾
云
、
道
也
太
殺
道
、
祇
道
得
八
九
成
。
雲
巖
曰
、
某
甲
祇
如
此
、
師
兄
作
麼

生
。
道
吾
云
、
通
身
是
手
眼
。

　
　
　

＊

雲
巌
無
住
大
師
、
道
吾
山
修
一
大
師
に
問
う
、
大
悲
菩
薩
、
許
多
の
手
眼
を
用
い
て
作
麼
か
せ
ん
。
道
吾
云
く
、
人
の
夜
間
に
背
手
し

て
枕
子
を
摸
す
る
が
如
し
。
雲
巌
曰
く
、
我
会
せ
り
、
我
会
せ
り
。
道
吾
云
く
、
汝
作
麼
生
か
会
す
る
。
雲
巌
曰
く
、
遍
身
是
れ
手
眼
。

道
吾
云
く
、
道
う
こ
と
は
也
た
太
殺
道
う
、
た
だ
八
九
成
を
道
い
得
た
り
。
雲
巌
曰
く
、
某
甲
は
た
だ
か
く
の
ご
と
し
、
師
兄
作
麼
生
。

道
吾
曰
く
、
通
身
是
れ
手
眼
。

　

「
如
人
夜
間
背
手
摸
枕
子
」
の
一
応
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
道
元
禅
師
が
「
た
と
へ
ば
、
人
の
、
夜
間
に
手
を
う
し
ろ
で
に
し
て
、
枕
子

を
摸
索
す
る
が
ご
と
し
」
と
示
さ
れ
る
通
り
で
あ
ろ
う
し
、
「
用
手
眼
は
、
如
人
夜
間
背
手
摸
枕
子
な
り
」
と
あ
っ
て
、
千
手
千
眼
の
大
悲

菩
薩
が
手
眼
に
よ
っ
て
衆
生
を
見
出
だ
し
済
度
す
る
働
き
が
「
如
人
夜
間
背
手
摸
枕
子
」
だ
と
示
さ
れ
て
い
る

）
3
（

。

　

し
か
し
『
正
法
眼
蔵
』
「
観
音
」
は
難
解
で
あ
っ
て
、
私
に
は
容
易
に
そ
の
拈
提
に
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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九
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夜
間
は
く
ら
き
道
得
な
り

）
4
（

と
あ
る
の
で
、
暗
く
て
、
う
し
ろ
で
に
す
る
手
（
手
眼
）
と
探
ら
れ
る
枕
子
（
衆
生
）
の
見
わ
け
が
つ
か
な
い
状
況
が
「
夜
間
」
で
あ
る
と

示
そ
う
と
な
さ
る
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
「
手
眼
」
に
つ
い
て
種
々
説
示
な
さ
っ
た
後
、

　
　

恁
麼
い
は
ば
、
手
眼
菩
薩
用
許
多
大
悲
菩
薩
作
麼
と
問
取
し
つ
べ
し

）
5
（

。

と
示
さ
れ
る
。
「
大
悲
菩
薩
用
許
多
手
眼
作
麼
」
を
「
手
眼
菩
薩
用
許
多
大
悲
菩
薩
作
麼
」
と
言
い
換
え
て
、
手
眼
の
用
と
大
悲
菩
薩
の
体
、

体
用
の
分
け
ら
れ
ず
一
体
で
あ
る
状
況
が
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
は
略
述
で
あ
る
が
、
大
悲
菩
薩
が
千
手
千
眼
を
用
い
て
衆
生
を
済
度
す
る
こ
と
は
能
所
・
体
用
を
越
え
た
働
き
で
あ
る
と
い
う
教
え

が
示
さ
れ
て
い
る
と
、
『
正
法
眼
蔵
』
「
観
音
」
本
文
か
ら
そ
の
よ
う
な
認
識
が
得
ら
れ
る
。

　

『
正
法
眼
蔵
』
「
全
機
」
に
お
い
て
「
壮
士
の
譬
喩
」
は
こ
の
「
如
人
夜
間
背
手
摸
枕
子
」
と
な
ら
べ
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
諸
経
の
用
例

の
よ
う
に
「
極
め
て
短
い
時
間
に
速
や
か
に
」
何
事
か
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
表
す
譬
喩
と
し
て
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
適
切
で

は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

『
圜
悟
録
』
に
お
い
て
生
死
を
越
え
正
体
を
明
ら
か
に
す
る
「
全
機
大
用
」
の
意
味
を
表
す
た
め
に
掲
げ
ら
れ
た
「
壮
士
の
譬
喩
」
が
、『
正

法
眼
蔵
』
「
全
機
」
で
は
特
に
「
他
の
力
を
借
り
ず
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
着
目
し
、
「
如
人
夜
間
背
手
摸
枕
子
」
と
併
せ
て
依
用
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
、
「
如
人
夜
間
背
手
摸
枕
子
」
と
同
様
に
体
用
・
能
所
を
分
か
た
な
い
全
分
な
る
は
た
ら
き
を
表
す
譬
喩
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。

三
、「
正
法
眼
蔵
全
機
巻
聞
解
」
に
お
け
る
「
壮
士
の
譬
喩
」
理
解

　

『
正
法
眼
蔵
』「
全
機
」
に
対
す
る
提
唱
は
『
正
法
眼
蔵
聞
解
』
に
は
「
正
法
眼
蔵
全
機
巻
聞
解
」
と
題
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
（
以
下
「
全

機
巻
聞
解
」
と
称
す
る
）
。
『
正
法
眼
蔵
』
「
全
機
」
の
「
壮
士
の
譬
喩
」
と
「
如
人
夜
間
背
手
摸
枕
子
」
に
対
す
る
提
唱
部
分
は
以
下
の
通

り
で
あ
る

）
6
（

。
な
お
振
り
仮
名
・
送
り
仮
名
と
傍
線
は
筆
者
が
施
し
た
。

○
カ
ル
ガ
故
ニ
、
生
死
ノ
全
機
ハ
―
生
死
不
二
ナ
ル
イ

（

マ

マ

）ヘ
ニ
全
機
。
全
機
ト
云
生
ガ
生
ト
カ
タ
ツ
ケ
バ
一ひ

と

方か
た

欠か
く

ル
處
ガ
ア
ル
故
ニ
、
全

機
デ
ハ
無
ヒ
。
生
死
一
枚
デ
コ
ソ
全
機
ナ
リ
。
○
其
ノ
全
機
一
枚
ニ
シ
テ
離
レ
ヌ
。
譬

た
と
え

ヲ
イ
ハ
バ
、
○
壯
士
―
丈
夫
、
ワ
カ
モ
ノ
ガ

臂
ヲ
屈
伸
ス
ル
ガ
ゴ
ト
ク
、
有
ハ
即
チ

空
ニ
シ
テ
生
ト
死
ト
相あ

い

離は
な

レ
ザ
ル
、
其そ

の

間か
ん

糸い
と

程ほ
ど

モ
ス
キ
間
ガ
無
イ
、
間
ニ
髮
ヲ
イ
レ
ズ
、
了

り
よ
う
け
ん簡



『
正
法
眼
蔵
聞
解
』「
全
機
巻
聞
解
」
に
お
け
る
「
壮
士
の
譬
喩
」
理
解
に
つ
い
て
（
岩
永
）

九
四

モ
届
カ
ヌ
モ
ノ
。
其そ

コ
ハ
外ほ

か

ノ
モ
ノ
ハ
知
ラ
ヌ
、
其
ノ
法
ヲ
行
ズ
ル
當と

う

人に
ん

計ば
か

リ
知
ル
コ
ト
ハ
、
人
ノ
夜
間
ニ
枕
子
ヲ
摸
ル
如
ク
、
一
切

ノ
諸
明
ヲ
借
ラ
ズ
自
己
ノ
佛
知
見
デ
照
ス
。
生
死
機
關
ノ
働
ク
處
ハ
、

自
み
ず
か
ら

ノ
佛
知
見
デ
照
ス
ノ
ミ
。

　

こ
の
文
章
に
対
す
る
筆
者
の
理
解
を
示
す
な
ら
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

○
そ
う
で
あ
る
か
ら
、「
生
死
の
全
機
」
は
、
生
と
死
は
ふ
た
つ
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
全
機
〔
な
の
で
あ
る
〕
。
全
機
と
し
て
の
「
生
」

が
〔
死
と
対
立
す
る
〕
「
生
」
で
あ
る
と
一
方
に
だ
け
偏
る
と
、
〔
死
と
い
う
〕
も
う
一
方
が
欠
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
に
な
る

か
ら
全
機
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
生
死
が
ひ
と
つ
で
あ
っ
て
こ
そ
全
機
で
あ
る
。
○
そ
の
全
機
が
ひ
と
つ
で
あ
っ
て
〔
生
と
死
の
ふ
た

つ
に
〕
離
れ
な
い
。
譬
喩
を
述
べ
る
と
す
れ
ば
、
○
「
壯
士
の
臂
を
屈
伸
す
る
が
ご
と
く
」
〔
と
示
さ
れ
て
い
る
〕
、「
壮
士
」
と
は
「
丈

夫
（
一
人
前
の
男
）
」
〔
の
こ
と
、
つ
ま
り
は
〕
若
者
が
腕
を
曲
げ
伸
ば
し
す
る
よ
う
に
、
「
有
」
が
す
な
わ
ち
「
空
」
で
あ
っ
て
生
と

死
と
が
た
が
い
に
離
れ
な
い
、
そ
の
〔
生
と
死
の
〕
間
に
は
糸
ほ
ど
の
〔
わ
ず
か
な
〕
す
き
ま
が
な
い
、
間
に
髪
の
毛
を
も
容
れ
な
い

〔
そ
れ
程
の
隙
間
も
な
い
〕
。
そ
こ
（
そ
の
実
態
）
は
他
人
に
は
分
か
ら
な
い
、
そ
の
教
法
を
修
行
す
る
本
人
だ
け
が
知
る
こ
と
〔
で
あ

っ
て
、
そ
れ
を
譬
え
る
と
す
れ
ば
〕
、
「
人
ノ
夜
間
ニ
枕
子
ヲ
摸
ル
如
ク
」
、
〔
他
者
に
よ
る
〕
す
べ
て
の
光
の
照
ら
す
働
き
を
借
り
る
こ

と
は
な
い
、
自
分
自
身
の
仏
知
見
〔
の
光
明
〕
で
〔
み
ず
か
ら
〕
照
ら
す
の
で
あ
る
。
生
死
と
い
う
は
た
ら
き
（
全
機
）
が
は
た
ら
く

と
こ
ろ
に
お
い
て
は
、
〔
修
行
す
る
〕
自
分
自
身
の
仏
知
見
で
照
ら
し
出
す
ば
か
り
で
あ
る
。

　

傍
線
部
の
よ
う
に
「
生
死
一
枚
デ
コ
ソ
全
機
ナ
リ
」
「
其
ノ
全
機
一
枚
ニ
シ
テ
離
レ
ヌ
」
こ
と
を
表
す
譬
喩
が
「
壮
士
の
譬
喩
」
で
あ
る

と
い
う
理
解
を
「
全
機
巻
聞
解
」
は
示
し
て
い
る
。
し
か
し
壮
士
が
臂
を
屈
伸
す
る
こ
と
が
、
な
ぜ
生
死
が
離
れ
な
い
こ
と
の
譬
喩
に
な
る

の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
『
正
法
眼
蔵
聞
解
』
は
あ
く
ま
で
提
唱
の
筆
録
で
あ
り
、
筆
記
が
不
十
分
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
ま
ま
あ
る
。

　

『
正
法
眼
蔵
聞
解
』
が
『
正
法
眼
蔵
聞
書
抄
』
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
を
、
か
つ
て
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る

）
7
（

。
恐
ら
く
こ
こ
で
も
、『
影
室
』

す
な
わ
ち
『
正
法
眼
蔵
聞
書
抄
』
の
注
を
踏
ま
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
ず
『
正
法
眼
蔵
聞
書
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る

）
8
（

。

圓
悟
禪
師
段

壯
士
ノ
臂
ヲ
屈
伸
ス
ル
ニ
生
死
ヲ
喩
フ
。
此
臂
ノ
如
ク
全
機
ハ
可
心
得
ナ
リ
。
全
機
ノ
上
ニ
生
モ
ア
リ
、
コ
レ
一
時
ノ
説
法
ナ
リ
、
全

機
ノ
上
ニ
死
モ
ア
ル
ベ
シ
、
是
又
一
時
説
法
ナ
リ
。
ヒ
ト
ツ
ノ
臂
ヲ
ノ
ベ
カ
ゞ
ム
ル
、
カ
ゞ
メ
タ
リ
ツ
ル
ヒ
ヂ
ナ
レ
バ
ト
テ
、
ノ
ベ
タ

ル
ト
キ
罣
礙
ナ
シ
、
ノ
ベ
タ
リ
ツ
ル
ヒ
ヂ
ナ
レ
バ
ト
テ
カ
ガ
ム
ル
時
罣
礙
ナ
キ
ガ
如
シ
。
一
顆
明
珠
也
全
機
現
、
一
隻
眼
也
全
機
現
、



『
正
法
眼
蔵
聞
解
』「
全
機
巻
聞
解
」
に
お
け
る
「
壮
士
の
譬
喩
」
理
解
に
つ
い
て
（
岩
永
）

九
五

光
明
也
全
機
現
ト
モ
云
ベ
シ
。
諸
法
ナ
ル
時
節
ニ
ハ
迷
悟
佛
衆
生
モ
ア
ル
ガ
如
ク
、
全
機
ノ
ト
キ
諸
法
ア
ル
ベ
シ
。

　

壮
士
が
腕
を
伸
ば
し
て
も
曲
げ
て
も
腕
は
腕
で
あ
る
、
曲
げ
た
腕
だ
と
て
伸
ば
し
た
と
き
に
差
し
障
り
は
な
く
、
伸
ば
し
た
腕
だ
と
て
曲

げ
た
時
に
差
し
障
り
は
な
い
、
そ
の
よ
う
に
全
機
の
上
に
生
も
死
も
そ
し
て
諸
法
も
あ
る
と
い
う
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
『
正
法
眼
蔵
抄
』
は
こ
れ
を
踏
ま
え
次
の
よ
う
に
述
べ
る

）
9
（

。

上
ニ
ハ
、
生
ニ
ア
ラ
ズ
死
ニ
ア
ラ
ズ
只
全
機
現
有
ト
イ
ヒ
、
コ
ゝ
ニ
ハ
、
全
機
現
ニ
生
ア
リ
死
ア
リ
ト
云
、
是
ハ
如
前
云
、
生
死
全
機

ノ
ア
マ
リ
ニ
親
切
ナ
ル
道
理
ノ
時
例
、
ア
チ
コ
チ
取
違
テ
イ
ハ
ル
ル
ニ
無
相
違
ナ
リ
。
壯
士
ノ
臂
ヲ
屈
伸
ス
ル
ト
ハ
、
屈
伸
ト
云
モ
臂

ノ
上
ノ
道
理
ナ
リ
、
ソ
レ
ヲ
暫
伸
ト
モ
屈
ト
モ
仕
ヘ
ド
モ
非
別
物
、
屈
伸
共
臂
ナ
ル
ベ
シ
。

　

相
対
す
る
も
の
が
実
は
親
密
一
体
で
あ
る
こ
と
を
表
す
場
合
に
、
道
元
禅
師
は
「
ア
チ
コ
チ
取
違
テ
」
（
言
葉
を
入
れ
替
え
て
）
表
現
な

さ
っ
た
例
が
あ
り
、
こ
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
て
、
生
死
と
全
機
が
「
ア
マ
リ
ニ
親
密
」
で
あ
る
の
で
、
前
に
は
「
生
に
あ
ら
ず
死
に
あ
ら

ざ
る
に
も
全
機
現
あ
り
」
と
言
い
、
こ
の
部
分
で
は
「
全
機
現
に
生
あ
り
死
あ
り
」
と
仰
せ
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
と
理
解
し
て
い
る
。
腕

を
曲
げ
る
、
伸
ば
す
と
言
っ
て
も
、
と
も
に
「
腕
ノ
上
ノ
道
理
」
で
あ
っ
て
別
の
こ
と
で
は
な
く
、
曲
げ
る
の
も
伸
ば
す
の
も
い
づ
れ
も
腕

で
あ
る
と
、
「
壮
士
の
譬
喩
」
を
説
明
し
て
い
る
。

　

「
全
機
巻
聞
解
」
が
「
壮
士
の
譬
喩
」
を
「
ワ
カ
モ
ノ
ガ
臂
ヲ
屈
伸
ス
ル
ガ
ゴ
ト
ク
、
有
ハ
即
チ

空
ニ
シ
テ
生
ト
死
ト
相あ

い

離は
な

レ
ザ
ル
、

其そ
の
か
ん
い
と
ほ
ど

間
糸
程
モ
ス
キ
間
ガ
無
イ
、
間
ニ
髮
ヲ
イ
レ
ズ
、
了

り
よ
う

簡け
ん

モ
届
カ
ヌ
モ
ノ
」
と
説
明
し
た
の
は
、
『
正
法
眼
蔵
聞
書
抄
』
を
踏
ま
え
る
の
だ

と
推
測
す
る
。
な
お
、
『
聞
解
』
が
提
唱
の
際
に
依
拠
す
る
面
山
瑞
方
（
一
六
八
三
～
一
七
六
九
）
の
『
正
法
眼
蔵
品
目
述
賛
』
も
『
正
法

眼
蔵
渉
典
録
』
も
、
天
桂
伝
尊
（
一
六
四
八
～
一
七
三
五
）
の
『
正
法
眼
蔵
弁
註
』
も
、
特
に
「
壮
士
の
譬
喩
」
に
同
様
の
言
及
は
な
い
。

む
す
び

　

以
上
、
『
正
法
眼
蔵
』
「
全
機
」
に
お
け
る
「
壮
士
の
譬
喩
」
の
典
故
と
意
味
を
探
り
、
「
全
機
巻
聞
解
」
に
お
け
る
「
壮
士
の
譬
喩
」
の

理
解
が
『
正
法
眼
蔵
聞
書
抄
』
の
注
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　

そ
し
て
冒
頭
に
述
べ
た
通
り
、
『
正
法
眼
蔵
聞
解
』
に
よ
る
「
壮
士
の
譬
喩
」
理
解
は
『
影
室
』
す
な
わ
ち
『
正
法
眼
蔵
聞
書
抄
』
に
依

拠
し
て
お
り
、
そ
の
理
解
は
、
『
正
法
眼
蔵
』
に
よ
る
「
壮
士
の
譬
喩
」
引
用
の
意
図
を
よ
く
捉
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
推
測
す
る
。



『
正
法
眼
蔵
聞
解
』「
全
機
巻
聞
解
」
に
お
け
る
「
壮
士
の
譬
喩
」
理
解
に
つ
い
て
（
岩
永
）

九
六
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。
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法
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臂


